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令和4年3月定例会

9月3月 6月

目次

12月

02. 絆予算でコロナを吹き飛ばせ！！
04. 今年度予算内訳
05. 常任委員会議案質疑
　　・結婚新生活に補助金　ほか
06. 討論と主な採決結果
07. 4 月６日のオープンに向けて
　　サービス利用開始までのながれ
08. 一般質問目次
　　・新年度予算編成の重点施策は
　　・学校給食センター　ほか
15.「ゆめくりん」を視察
16. 武豊の商工業を元気に
　　天木一馬さん

（P.7に関連記事あり）

武豊からオリンピアンを☆武豊からオリンピアンを☆

東京オリンピック代表選手のデモンストレーション
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　新型コロナウイルス感染症の長期化で影響を受けて
いる町内事業所支援のために、町内での消費喚起と地
域経済の活性化を図ります。

・対象者：基準日に住民基本台帳に記録のある町民
・内　容：1人1冊（5,000円分）の地域振興券
　　　　　　　（総額2億2000万円）の交付

みんな！コロナに負けるな！

ゼロカーボンへの取り組み

武豊町地域振興券事業　2億 3934万 6000円

住宅用地球温暖化対策設備設置費補助金
870万円

次世代自動車購入費補助金
170万円

　住宅からの二酸化炭素排出削減等を目的とした
住宅用地球温暖化対策設備の設置工事費および購
入経費の一部を補助します。

絆 予 算 で コ ロ ナ を 　 吹 き 飛 ば せ ！！
生　活

生　活

武豊中央公園整備事業
1億 8935万 7000円

保育業務支援システム導入事業
836万円

議会用タブレット端末の導入
168万 9000円

事業内容
・�防災備蓄倉庫の整備（改修）
・�大型複合遊具、あずま屋整備
今後の予定
・�R5年度にすべての工事完了
・�R6年度中に全面供用開始

目的
・�保育園に通う保護者の利便
性の向上、保育士の労働環
境改善など。

今後の予定
・�令和5年度4月から、町立8
保育園での本格稼働。

見本

　自動車からの二酸化炭素排出削減等を目的とし
た、次世代自動車の購入経費の一部を補助します。
対象車種
・燃料電池自動車（FCV）30万円
・電気自動車（EV）10万円
・プラグインハイブリッド
　　自動車（PHV）10万円

目的
・�ICTの活用による事務の効
率化や資料・情報の共有化。
・�「ゼロカーボンシティ」実
現のため、議会資料のペー
パーレス化。

今後の予定
・�9月議会導入

詳細は環境課まで

※P5に関連記事有り
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町民の命と財産を守ります

新婚さん、妊産婦さんを応援
結婚新生活支援補助金

390万円
妊産婦タクシー料金助成事業

287万 3000円
　新規婚姻世帯の経済的不安の軽減、少子化対策
の推進のため、住宅購入費、賃料などや引っ越し
費用の一部を補助します。
・対 象 者
婚姻日年齢が夫婦共39歳以下

・補助金額
夫婦合計所得
400万円未満は最大30万円
400万円以上622万円未満は最大15万円

※P5に関連記事有り

絆 予 算 で コ ロ ナ を 　 吹 き 飛 ば せ ！！

　町営住宅北側から旧原田浄化センター跡地（字
原田地内）へ移転します。
・事業スケジュール
令和4年度：�設計業務委託と現詰所跡地利

用の検討
令和5年度：建設工事、供用開始

　「水火災その他の災害」を「災害」（水火災又
は地震等の災害）に、「報酬」を「年額報酬及び
出動報酬」に改めます。
・団員年額報酬：36,500円（旧32,500円）
・出動報酬
　　災　害　時：1日につき8,000円
　　警戒、訓練：1日につき3,500円

生　活

防　災

学校施設営繕工事
2億 3265万 6000円

ふるさとまつり事業委託
254万円

武豊町消防団第一南分団詰所移転事業
264万 1000円

武豊町消防団条例の一部改正

・武豊小学校
南館校舎屋上防水、屋内運
動場外壁および屋根防水改
修

・緑丘小学校
南館校舎トイレ改修

・衣浦小学校
北館１階廊下改修

・武豊中学校
屋内運動場屋根防水改修

・富貴中学校
屋内運動場屋根防水改修
北西駐車場整備

・令和2・3年度はコロナ禍で中止
・令和4年度は開催予定
　お菓子配布が復活しますよ！

令和４年 第１回臨時会
2月1日（火）

子育て世帯への
臨時特別給付金
３３００万円

　国の18歳以下への臨時特別
給付金事業で給付対象外となっ
た世帯に、町独自で10万円を
支給するため、一般会計補正予
算案を可決しました。
　申請期間は終了し、順次振り
込みが行われています。

　妊産婦が通院などでタクシーを使うときに費用
の一部を助成し、経済的・心理的負担を軽減し、
出産と育児を支援します。
・期間
母子健康手帳交付時から
出産予定日の6カ月後の末日まで

・内容
1対象者あたり　チケット500円券×20枚

（一度に何枚でも使えます）
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会　　計　　名 令和4年度当初予算 対前年度比
一 般 会 計 144億3500万円 10.9％
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 37億8087万円 2.6％
後 期 高 齢 者 医 療 6億2614万円 4.7％
介 護 保 険 事 業 26億7390万円 4.0％
小 計 70億8091万円 3.3％

合 計 215億1591万円 6.7％

収 益 的 ・ 資 本 的 収 入 9憶3686万円 1.7％
収 益 的 ・ 資 本 的 支 出 12億1081万円 6.7％
収 益 的 ・ 資 本 的 収 入 16億6057万円 10.3％
収 益 的 ・ 資 本 的 支 出 17億9762万円 5.5％

令
和
４
年
度
予
算
の
概
要

令和４年度 前年度比
● 民 生 費 56億9836万円 3.7%
● 土 木 費 18億7611万円 2.3%
● 教 育 費 18億8835万円 56.1%
● 総 務 費 14億6776万円 5.2%
● 衛 生 費 12億6263万円 8.0%
● 公 債 費 6億6756万円 4.4%
● 消 防 費 9億2847万円 57.5%
● その他

（農林水産費・議会費・商工費・労働費など） 6億4578万円 30.8%
総 額 144億3500万円 10.9%

令和４年度 前年度比
● 町 税 79億6850万円 7.3%
● 国 庫 支 出 金 14億2208万円 8.1%
● 交付税及びその他交付金 14億1845万円 3.7%
● 県 支 出 金 10億5452万円 2.9%
● 町 債 ( 借 金 ) 8億4440万円 59.1%
● 繰入金(貯金取り崩し) 7億7380万円 57.0%
● 諸 収 入 6億3828万円 17.9%
● そ の 他 3億1497万円 9.1%
総 額 144億3500万円 10.9%

〈一般会計予算144億3500万円の内訳〉 

歳出〈使い道〉

歳入〈財源〉

歳入
自主
　財源

依存
　財源

歳出

繰入金

諸収入 その他

町税

国庫支出金

交付税及び
　その他交付金

県支出金

町債

教育費
土木費

総務費

衛生費

公債費
消防費 その他

民生費

歳入
自主
　財源

依存
　財源

歳出

繰入金

諸収入 その他

町税

国庫支出金

交付税及び
　その他交付金

県支出金

町債

教育費
土木費

総務費

衛生費

公債費
消防費 その他

民生費

（四捨五入により、差引額・合計などが実際の計算額と異なる場合があります）

　絆予算　2 億 3402 万 2000 千円 
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止により、以前は当たり前だった人との会話が減り、大切な地域イ
ベントなどは中止を余儀なくされました。まちづくりにおいて、人と人との「絆」、地域の「絆」が大切
な財産となりますが、コロナ禍が長引けば、今まで築いてきた大切な「絆」が希薄になってしまう可能性
もあります。
　令和４年度予算においては、こうした「地域の絆」を取り戻す、再始動の一歩とするための、「絆予算」
を計上しています。

水
道

事
業

会
計

下
水
道

事
業

会
計
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

結
婚
新
生
活
に
補
助
金

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
、

住
民
が
申
請
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
書

類
が
必
要
に
な
る
の
か
。

・
婚
姻
日
を
確
認
で
き
る
婚
姻
届
受
理

証
明
書
ま
た
は
婚
姻
後
の
戸
籍
謄
本

・
夫
婦
２
人
分
の
住
民
票

・
本
補
助
制
度
で
は
所
得
要
件
を
設
け
て
い

る
こ
と
か
ら
夫
婦
２
人
分
の
令
和
４
年
度
の

所
得
証
明
書

・
世
帯
に
滞
納
が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
る

書
類

・
住
宅
購
入
額
、
引
越
費
用
、
ま
た
家
賃
な

ど
が
確
認
で
き
る
領
収
書
の
写
し

・
新
築
な
ど
の
場

合
は
売
買
契
約
書

な
ど
の
写
し
、
賃

貸
住
宅
の
場
合
は

賃
貸
契
約
書
の
写

し
な
ど
と
な
る
。

委
員
会
付
託
６
件　
可
決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

訪
問
し
ま
す
！
子
育
て
支
援

家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援
事
業
委
託
料

１
５
８
万
円
の
具
体
的
な
内
容
は
。

乳
幼
児
が
い
る
家
庭
に
、
研
修
を
受
講

し
た
地
域
の
子
育
て
経
験
者
が
週
に
１

回
、
２
時
間
程
度
無
償
で
訪
問
し
、
親
の
気

持
ち
を
受
け
止
め
て
話
を
聴
く
「
傾
聴
」
と

親
と
一
緒
に
家
事
育
児
な
ど
を
行
う
「
協

働
」
を
す
る
。
今
ま
で
は
、
保
護
者
の
方
々

に
窓
口
に
来
て
い
た
だ
き
、
相
談
を
受
け
る

と
い
う
形
で
の
支
援
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
か

ら
出
向
き
支
援
を
す
る
と
い
う
新
た
な
取
り

組
み
と
な
る
。

ど
こ
に
委
託
す
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な

人
が
対
応
す
る
の
か
。

委
託
先
は
、
契
約
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
た

方
法
で
決
定
す
る
団
体
と
な
る
た
め
、

現
時
点
で
は
未

定
。（
約
40
時
間

の
）
研
修
を
受

講
し
た
子
育
て

経
験
者
で
あ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
対
応
す
る
。

い
じ
め
不
登
校
対
策
の
充
実

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
の
増
加
は
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員

と
の
説
明
だ
が
、
雇
用
契
約
内
容
は
。

雇
用
契
約
内
容
は
、
１
日
７
時
間
、
週

５
日
の
勤
務
と
な
り
、
年
間
２
４
２
日

の
勤
務
を
予
定
。賃
金
と
し
て
は
月
額
報
酬
、

年
２
回
の
期
末
手
当
、
交
通
費
の
支
給
を
予

定
し
、
現
在
い
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
共
に
問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の

置
か
れ
た
環
境
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま
っ
て
い

る
か
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
ぐ
ら
い
ま

で
は
、
２
人
で
各
校
を
一
緒
に
巡
回
す

る
。
１
人
で
巡
回
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、

様
子
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
付
託
11
件　
可
決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

地
域
振
興
券
で
地
元
に
元
気
を

地
域
振
興
券
交
付
事
業
費
補
助
金
２
億

２
０
０
０
万
円
の
具
体
的
な
内
容
は
。

こ
の
事
業
に
対
し
て
、
国
・
県
な
ど
か
ら
の

補
助
金
は
あ
る
の
か
。

対
象
者
の
基
準
日
は
４
月
１
日
を
予

定
。
住
民
１
人
当
た
り
５
０
０
０
円
分

の
地
域
振
興
券
を
交
付
。
券
が
使
用
で
き
る

町
内
事
業
所
の
募
集
は
４
月
１
日
か
ら
と
考

え
て
い
る
。

　
交
付
は
５
月
下
旬
頃
、
使
用
開
始
は
６
月

１
日
（
※
）か
ら
を
目
標
に
事
務
を
進
め
る
。

　
大
型
店
舗
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
、チ
ェ
ー

ン
店
に
利
用
が
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

「
共
通
券
」
と
「
小
規
模
店
舗
券
」
の
２
種

類
を
検
討
。

　
本
事
業
の
財
源
は
、
全
て
町
単
独
費
の
た

め
、
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
と
な
る
。

※
追
記　
地
域
振
興
券
の
使
用
開
始
日
は
、

７
月
１
日
か
ら
に
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
付
託
10
件　
可
決

総
務
企
画
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

Q

QQ

QQ

Q

A

AA

AA

A

常
任
委
員
会
議
案
質
疑

～ 
こ
ん
な
こ
と
聞
き
ま
し
た 

～
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会　派　名 みらい きずな 政和クラブ 日本共産
党議員団

公明党
議員団

無会
派

令和４年
第１回臨時会
第１回定例会

久
野　
　
勇

櫻
井　
雅
美

福
本　
貴
久

森
田　
義
弘

青
木　
宏
和

青
木　
信
哉

鈴
木　
一
也

石
原　
壽
朗

南　
　
賢
治

石
川　
義
治

大
岩　
　
保

野
田　
佳
延

梶
田　
　
進

鳥
居　
美
和

甲
斐
百
合
子

本
村　
　
強

採
決
結
果

第
１
回

臨
時
会

令和３年度一般会計補正予算
（第 10 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

第
１
回
定
例
会

令
和
４
年
度
予
算

一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可

国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

介護保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

消防団条例の一部改正について
※ P3 に関連記事有り ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

国民健康保険税条例の一部改正に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可

シルバー人材センターに対する支
援を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

主な採決結果 　○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。

討
論
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

　
み
ら
い

久
野　
勇

町
の
発
展
を
見
据
え
た
予
算

　
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
コ
ロ

ナ
対
策
の
充
実
を
含
め
、
住
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
適
切
な
事
業
選
択
と

予
算
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
内
容
と
し
て
は
、総
合
体
育
館
、町
民

会
館
の
耐
震
対
策
、
通
学
路
の
安
全
対

策
工
事
な
ど
の
継
続
。
環
境
に
配
慮
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
電
動
バ
ス
に

更
新
す
る
と
と
も
に
「
住
宅
用
地
球
温

暖
化
対
策
設
備
設
置
費
補
助
金
」「
次

世
代
自
動
車
購
入
費
補
助
金
制
度
」
が

創
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
結
婚
新
生

活
支
援
補
助
金
制
度
」「
妊
産
婦
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
事
業
」
が
新
た
に
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
健
や
か
な
出
産
と
育
児

支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
な
お
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
継

続
す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
、
地
方

債
の
適
切
な
活
用
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
ら
れ
て

い
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

論
討
成
賛

論
討
成
賛

　
日
本
共
産
党
議
員
団

梶
田　
進

少
子
高
齢
化
予
算
の
充
実
を

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
を

強
調
す
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
個
人
の
意
思
に
基
づ
く
べ
き

で
あ
る
。

　
少
子
化
問
題
で
、
出
産
ま
で
は
き
め

細
か
な
施
策
が
充
実
さ
れ
て
き
た
が
、

出
産
と
同
時
に
子
育
て
に
問
題
が
生

じ
、
働
く
女
性
と
家
庭
に
多
く
の
負
担

が
か
か
る
の
が
育
児
と
教
育
で
あ
る
。

こ
の
点
を
い
っ
そ
う
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
老
人
福
祉
対
策

が
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
大
き
く
後
退
し
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
多
く
の
高
齢
者
は
交
流

セ
ン
タ
ー
と
同
等
の
利
用
料
、
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
が
、

施
設
は
よ
く
な
っ
た
も
の
の
、
利
用
料

な
ど
で
本
当
に
待
ち
望
ん
で
い
た
高
齢

者
が
進
ん
で
利
用
で
き
る
か
疑
問
が
残

る
。
一
層
の
改
善
を
求
め
る
。

論
討
対
反

論
討
対
反
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３
月
11
日
、
委
員
６
名
始
め
、
議

員
15
名
が
運
営
開
始
直
前
の
武
豊
町

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る

　
飲
食
ス
ペ
ー
ス
は
カ
ウ
ン
タ
ー
か

ら
す
ぐ
に
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ
と
が

で
き
、
多
く
の
皆
様
に
安
全
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議
会
か
ら

提
案
を
し
て
設
計
を
修
正
し
ま
し

た
。

　
温
浴
施
設
の
定
員
は
各
20
人
、
多

目
的
室
は
カ
ラ
オ
ケ
を
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
囲
碁
将
棋
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
老
人
福
祉
施

設
の
代
替
機
能
を
維
持
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
２
階
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

は
観
覧
ス
ペ
ー
ス
内
に
設
置
さ
れ
、

小
さ
な
お
子
様
に
も
安
全
安
心
に
過

ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ミ
ル
ク
に
使
用
す
る
お
湯
や
お

む
つ
替
え
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス
も
１
階

２
階
そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
委
員
会
で
は
視
察
を
行

い
、改
善
提
案
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

文教厚生委員会
4月６日のオープンに向けて

文教厚生委員会
4月６日のオープンに向けて視察

報告
視察
報告

&Q A 福祉サービスの利用開始まで

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
手

続
き
の
流
れ
は
、
対
象
者
を
分

け
て
ど
こ
に
何
度
足
を
運
び
、
ど
れ

く
ら
い
の
期
間
が
か
か
る
の
か
な

ど
、
見
通
し
が
立
つ
よ
う
な
表
記
を

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。 

現
状
の
案
内
の
方
法
で
は
、
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
が
、
役

場
福
祉
課
や
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
所
へ
ど
の
よ
う
に
問
い
合
わ

せ
て
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
、
な
ど

と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
町

内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と

の
調
整
を
経
て
、
改
め
て
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
「
申

請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始
ま
で
の

な
が
れ
」
を
示
す
フ
ロ
ー
図
を
作
成

し
公
開
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
令
和
４
年
３
月
議
会
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

QA

即時
対応
即時
対応 その後どうなった ?



一般質問

13 議員が質問

8

ページ 質問者（登壇順） 質　問　事　項 担当部

会
　
派
　
代
　
表

9

みらい
森 田 義 弘

Q �新年度予算編成の重点施策は� A �絆予算を始め５項目を柱に
・令和４年度予算

きずな
鈴 木 一 也

Q �宇宙関連事業でまちおこしを� A �JAXAの宇宙計画に注視
・宇宙関連事業で、まちおこしを

10

政和クラブ
石 川 義 治

Q �行政にしかできない支え方を� A �必要な支援をしていきたい
・こども食堂　・企業版ふるさと納税制度の取り組み　

日本共産党議員団
梶 田 　 進

Q �入浴料の引き下げを� A �引き下げる考えはない
・屋内温水プールでの高齢者福祉　・自衛隊への名簿提出　・2022年度予算

11
公明党議員団
甲斐百合子

Q �SNS相談窓口の開設を！� A �愛知県の窓口を周知していく
・新年度予算　・子ども・若者の支援

個
　
人
　
質
　
問

11 久 野 　 勇 Q �企業誘致の取組みは� A �将来を担う重要な施策
・工業用地の確保ならびに企業誘致への取り組み

12
南 　 賢 治 Q �地域のごみ散乱への対応は� A �支援啓発活動を継続していく

・地域のごみ散乱

福 本 貴 久 Q �家庭用小型発電機に補助制度を� A �先進事例を調査研究する
・大規模停電に対する対策

13
鳥 居 美 和 Q �糖尿病の重症化予防は� A �未受診者、中断者に受診勧奨

・糖尿病の重症化予防

本 村 　 強 Q �国保加入感染者に傷病手当は� A �療養で給与がでない時は支給
・コロナかなと思ったらどうする？

14
青 木 宏 和 Q �町が目指す給食センターは� A �環境にやさしい給食センターに

・学校給食センター

櫻 井 雅 美 Q �不登校児のタブレット使用は� A �実態や要望に応じた支援
・ICT活用

15 青 木 信 哉 Q �ワクチン接種の状況は� A �順次接種券を発送している
・新型コロナウイルス

総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部

一般質問とは、議員が町の行財政全般に対し、疑問点を質問し確かめることです。
新型コロナウイルス感染症対策として、３月の一般質問の再々質問は後日書面にて行いました。

総

福

総

教

教

教

企

経

教

教福
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福

福

福
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令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
ど
の
様
な
こ
と
を
重
点
と
さ

れ
た
の
か
。第

６
次
武
豊
町
総
合
計
画
を

基
軸
に
「
誰
一
人
取
り
残
す

こ
と
の
な
い
」
施
策
展
開
を
行
う
た

め
、
新
た
な
施
策
や
そ
の
た
め
の
諸
準

備
も
含
む
予
算
組
み
と
し
た
。

　
各
種
大
型
事
業
や
諸
施
策
を
着
実
・

確
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
充
実
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
配
慮
す
る
中
で
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

持
ち
「
安
全
・
安
心
」「
環
境
」「
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
」

「
定
住
先
と
し
て
選
択
さ
れ
る
ま
ち
」

「
絆
予
算
」
の
５
つ
の
項
目
を
重
点
と

し
た
。

　
令
和
４
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は

避
け
ら
れ
ず
、
引
き
続
き
住
民
ニ
ー
ズ

を
捉
え
「
す
べ
て
の
町
民
の
幸
せ
フ
ァ

ー
ス
ト
」
実
現
の
た
め
、
柔
軟
な
対
応

に
努
め
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
堅
持
す
る
予
算
と
し
た
。

「
絆
予
算
」
の
内
容
と
期
待
す
る

効
果
は
。

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り

希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
る
地
域

の
絆
を
取
り
戻
す
た
め
の
施
策
に
対
す

る
予
算
で
あ
る
。

　
内
容
は
町
民
１
人
当
た
り
５
０
０
０

円
分
の
ク
ー
ポ
ン
を
交
付
す
る
地
域
振

興
券
事
業
の
実
施
を
始
め
、
産
業
ま
つ

り
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
は
事
業
内
容
を
充
実
さ
せ
実
施
す

る
。
加
え
て
、
地
域
活
動
へ
の
補
助
と

し
て
既
存
の
地
域
活
動
推
進
交
付
金
、

各
区
へ
の
委
託
料
、
子
ど
も
会
な
ど
へ

の
補
助
を
拡
充
す
る
。
こ
れ
ら
「
絆
事

業
」
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
の
絆
が
深

ま
り
、
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
活
性
化

が
図
ら
れ
る
。

　
本
町
に
は
、
小
惑
星
探
査
機
の
帰
還

カ
プ
セ
ル
展
示
な
ど
の
開
催
実
績
や

「
は
や
ぶ
さ
」「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
実
物

大
の
「
武
豊
モ
デ
ル
」
が
あ
る
。

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ
で
行
っ
て
き

た
「
は
や
ぶ
さ
」事
業
の
影
響
を
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

事
業
を
実
施
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
影
響
は
３
点
考
え

ら
れ
る
。
①
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
、

宇
宙
や
科
学
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

を
提
供
し
た
。
②
武
豊
町
民
を
は
じ

め
、全
国
の
「
は
や
ぶ
さ
」フ
ァ
ン
に
、

本
町
の
認
知
度
を
高
め
た
。
③
各
種
教

室
の
体
験
か
ら
、
創
造
力
や
発
想
力
を

養
う
手
伝
い
が
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
、
実
行
委
員
会
が
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
や
関
連
企
業
と
協
力
し
て
行

っ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
を
、
観
光
事
業
と

し
て
取
り
組
め
な
い
か
。

今
後
も
、
宇
宙
関
連
事
業
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
際

は
、
町
内
企
業
や
団
体
、
観
光
協
会
な

ど
、
官
民
一
体
と
な
り
広
く
発
信
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
観
光
事
業
だ
け
で

な
く
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
し
て
宇
宙
分
野
の
仕
事
が
し
た
い
と

相
談
し
て
き
た
高
校
生
か
ら
、
後
日
、

名
古
屋
大
学
工
学
部
航
空
宇
宙
分
野
に

合
格
し
た
と
の
連
絡
が
あ
り
、
父
兄
か

ら
も
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
い
た
と
の
事

で
、
若
者
の
進
路
選
択
の
一
助
に
も
な

っ
た
。「

は
や
ぶ
さ
」
関
連
事
業
を
本
町

の
ま
ち
お
こ
し
の
起
爆
剤
に
。

今
後
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
宇
宙

関
連
計
画
に
注
視
し
、
機
会

が
あ
れ
ば
本
町
に
お
い
て
も
講
演
会
な

ど
の
事
業
開
催
で
、
ま
ち
お
こ
し
（
地

域
振
興
）
の
一
つ
に
つ
な
げ
た
い
。

9

トピックス

Q

Q

Q

Q

Q A

A

A

A

会派代表　　町政への質問

トピックス
●絆予算とは
新型コロナ感染症対策によって、人との会話が減り、地域のイベントが中止となり、地域の絆が希薄に
なってしまわないよう「地域の絆」を取り戻す再始動の一歩とするための予算のこと。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部
総 福 建
企 経 教

Q 

宇
宙
関
連
事
業
で
ま
ち
お
こ
し
を

Ａ 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
宇
宙
計
画
に
注
視

Q 
新
年
度
予
算
編
成
の
重
点
施
策
は

Ａ 
絆
予
算
を
始
め
５
項
目
を
柱
に

き
ず
な
　
鈴
木　
一
也

み
ら
い
　
森
田　
義
弘

▲展示会場にかざった実物大
「武豊モデル」

A

副町長

副町長

教副町長

教
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子
ど
も
食
堂
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
か
ら
、
子
育
て
支
援
、
地
域
づ
く
り

と
幅
広
い
住
民
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
急
速
に
増
え
続
け

て
い
る
。

町
内
の
子
ど
も
食
堂
の
設
立
状
況

は
。

福
祉
課
で
把
握
し
て
い
る
の

は
、
大
足
公
民
館
を
会
場
と

し
て
い
る
「
わ
い
わ
い
子
ど
も
ひ
ろ
ば

in
大
足
」
と
緑
区
区
民
館
を
会
場
と
し

て
い
る
「
い
ち
じ
く
子
ど
も
食
堂
」
の

２
つ
の
団
体
で
あ
る
。

町
と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
期
待
す
る
の
か
。

子
ど
も
が
安
心
で
き
る
居
場

所
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
絆

づ
く
り
の
場
と
し
て
、
活
動
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

行
政
の
リ
ソ
ー
ス
は
お
金
だ
け
で

は
な
く
、
住
民
の
自
発
性
や
多
様

性
を
尊
重
し
た
下
支
え
も
で
き
る
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
行
政
の
で
き
る
範
囲
の

中
で
、必
要
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　

近
年
の
子
ど
も
食
堂
は
、
地
域
の

方
々
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
が
少
子
高

齢
化・人
口
減
少
で
、随
分
寂
し
く
な
っ

て
き
た
か
ら
、
地
域
に
賑
わ
い
を
取
り

戻
そ
う
！ 

自
分
に
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
こ
う
！
」
と
広
が
っ
て
き

て
い
る
。

　
予
算
化
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
の
信

用
力
を
活
か
し
た
民
と
民
の
連
携
の
後

押
し
や
、
公
民
館
な
ど
の
活
用
を
可
能

に
す
る
な
ど
、
行
政
し
か
で
き
な
い
支

え
を
、
一
層
お
願
い
す
る
。

　
町
民
の
長
年
の
強
い
要
望
か
ら
、
建

設
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
屋
内
温
水

プ
ー
ル
が
完
成
し
、
利
用
が
開
始
さ
れ

た
。
し
か
し
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

代
替
施
設
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果

た
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

プ
ー
ル
で
の
高
齢
者
福
祉
政
策
は

屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
の
、
高
齢
者

福
祉
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
た
か
。高

齢
者
福
祉
へ
の
対
応
と
し

て
は
、温
浴
施
設
、カ
ラ
オ
ケ

の
で
き
る
多
目
的
室
、
休
憩
・
歓
談
の

場
と
し
て
の
畳
ス
ペ
ー
ス
、
囲
碁
将
棋

も
楽
し
め
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
整
備
し
て
い
る
。
高
齢
者
福

祉
に
関
し
て
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

に
対
応
し
た
施
設
と
し
て
整
備
し
た
。

プ
ー
ル
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
違
点
は

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
高

齢
者
福
祉
と
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

高
齢
者
福
祉
で
の
相
違
点
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

施
設
の
利
用
料
は
す
べ
て
無

料
で
あ
っ
た
が
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で

は
、
囲
碁
将
棋
ス
ペ
ー
ス
を
除
き
、
受

益
者
負
担
の
考
え
に
基
づ
き
、
利
用
料

金
を
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。

利
用
料
の
引
き
下
げ
を

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
入
浴

料
は
１
回
１
０
０
円
で
あ
っ
た
。

温
水
プ
ー
ル
で
は
３
０
０
円
で
あ
る
。

交
流
セ
ン
タ
ー
に
維
持
費
と
し
て
払
っ

て
い
た
９
９
０
万
円
分
を
使
っ
て
、
入

浴
料
金
を
１
０
０
円
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

今
の
と
こ
ろ
、
公
費
負
担
は

考
え
て
い
な
い
。

QQQ A

A

A

QQ

Q

A

A A

トピックス
●子ども食堂とは
東京都大田区にある「気まぐれ八百屋だんだん」の店主近藤博子さんが2012年に作ったのが始まりです。 

「子ども食堂」を立ち上げたきっかけは朝ごはんや晩ごはんを当たり前に食べられない子どもの存在を
知ったことだと話されています。現在、多くの子ども食堂は多世代交流や居場所として運営されています。

▲期待どおりの温浴施設？

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部
総 福 建
企 経 教

町政への質問　　会派代表

Q 

入
浴
料
の
引
き
下
げ
を

Ａ 

引
き
下
げ
る
考
え
は
な
い

Q 

行
政
に
し
か
で
き
な
い
支
え
方
を

Ａ 
必
要
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い

日
本
共
産
党
議
員
団
　
梶
田　
進

政
和
ク
ラ
ブ
　
石
川　
義
治

▲昨年 11 月にオープンした
「いちじく子ども食堂」

教 教

福

福

副町長

副町長
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓
口
は
有
効
な
ツ
ー
ル

本
町
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
や
若
者
に
と
っ
て
、

身
近
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
し
た
相
談
体
制
は
、
有
効
な

相
談
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
町
独
自
の
開
設
に
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
相
談
サ

イ
ト
構
築
の
ほ
か
、
専
門
相
談
員
の
確

保
や
専
門
機
関
と
の
委
託
契
約
が
必
要

で
あ
る
。
本
町
に
お
い
て
は
、
県
が
実

施
し
て
い
る
「
あ
い
ち
こ
こ
ろ
の
サ
ポ

ー
ト
相
談
」の
利
用
を
周
知
し
て
い
く
。

国
や
県
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
つ
い

た
案
内
カ
ー
ド
を
駅
や
コ
ン
ビ
ニ
、
学

校
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
な
ど
に
設
置

し
、
子
ど
も
・
若
者
が
手
に
取
り
や
す

い
環
境
で
の
周
知
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

県
が
作
成
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

の
つ
い
た
案
内
カ
ー
ド
が
あ

る
。
本
町
へ
の
配
布
数
量
は
多
く
な
い

が
、
さ
ら
に
配
布
可
能
か
、
同
様
の
内

容
で
印
刷
可
能
か
を
確
認
す
る
こ
と
と

併
せ
て
、
効
果
的
な
周
知
方
法
を
調
査

研
究
し
た
い
。

子
ど
も
や
若
者
の
様
々
な
悩
み
に

支
援
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
、
多
様

な
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
本
町
の
お
考
え
を
お
聞
き
し

ま
す
。

ひ
と
言
に
居
場
所
と
言
っ
て

も
、
町
民
が
気
負
わ
ず
に
多

様
な
視
点
か
ら
の
居
場
所
が
必
要
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
形
で
推
進
し
て
い
け

る
の
か
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
新
た
な
企
業
の
進
出
は
、雇
用
創
出・

定
住
人
口
の
増
加
・
税
収
の
増
加
、
地

域
の
活
性
化
な
ど
好
影
響
が
多
岐
に
わ

た
る
と
考
え
、
企
業
誘
致
の
取
組
み
に

つ
い
て
質
問
。

企
業
誘
致
に
向
け
た
新
た
な
工
業

用
地
の
確
保
に
つ
い
て
の
検
討
・

計
画
は
。

新
た
な
工
業
用
地
の
確
保
は

雇
用
創
出
・
生
産
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ア
ク
セ
ス
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況

な
ど
か
ら
空
港
に
お
け
る
貨
物
便
の
拠

点
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
や
知
多
東
部
線
の
沿
線

な
ど
の
広
域
交
通
の
利
便
性
が
高
い
地

域
な
ど
町
内
４
カ
所
を
「
産
業
系
土
地

利
用
検
討
ゾ
ー
ン
」に
設
定
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
取
組
み
は
。

企
業
庁
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。
来

年
度
に
工
業
用
地
開
発
へ
の
検
討
を
進

め
る
た
め
、
町
内
、
近
隣
市
町
に
立
地

す
る
企
業
を
対
象
に
本
町
へ
の
企
業
進

出
の
ニ
ー
ズ
を
図
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
。

武
豊
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

へ
の
企
業
誘
致
の
検
討
は
。

大
き
な
可
能
性
を
も
っ
た
ゾ

ー
ン
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
課
題
の
整
理
を
進
め
つ
つ
企
業
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て
準
備
を
進
め

る
。

AA

A

トピックス
●企業誘致とは
地域経済の活性化を目指す取り組みのひとつで、本社（一部機能）や事業所、工場などを地方に誘致して、都心に一極集中している経済を
地方へ分散させることです。雇用の拡大、税収の確保など、自治体にとって多くのメリットがあります。

Q

Q

Q A

A

A

▲期待される企業誘致風景（想像）

Q 

企
業
誘
致
の
取
組
み
は

Ａ 

将
来
を
担
う
重
要
な
施
策

み
ら
い
　
久
野　
勇

企

会派代表　　町政への質問

Q

Q

Q Q 
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓
口
の
開
設
を
！

Ａ 
愛
知
県
の
窓
口
を
周
知
し
て
い
く

公
明
党
議
員
団
　
甲
斐
百
合
子

教教

教

企

企

▲県が作成した案内カード



武豊町の議会だより  No.179　2022年5月1日発行 12

ポ
イ
捨
て
者
が
特
定
で
き
た
場
合

の
対
応
は
。

面
会
し
、
適
正
な
廃
棄
方
法

を
個
別
に
指
導
す
る
。
産
業

廃
棄
物
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
県
や
警

察
と
情
報
共
有
し
、
撤
去
に
つ
な
げ
た

い
。

生
活
環
境
美
化
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
対
し
て
、
積
極
的
な
活
動

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

ご
み
袋
の
支
給
、
役
場
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
み
の
受

け
入
れ
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
搬
入
手

数
料
の
減
免
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
清
掃
活
動
に
対
し

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様

が
い
つ
で
も
清
掃
活
動
を
行
っ
て
頂
け

る
環
境
を
整
え
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
回
収
し
た
ご
み

の
収
集
方
法
は
。

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ー
ル
』

を
ご
み
袋
に
貼
る
こ
と
で
地

区
の
ご
み
集
積
所
を
利
用
し
た
い
。

　
町
内
に
散
乱
し
た
ご
み
の
回
収
や
ポ

イ
捨
て
禁
止
の
啓
発
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
あ
り
、

今
以
上
に
積
極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
へ
の
支
援
を
期
待
し
て
い
る
。

　
大
規
模
停
電
が
起
こ
っ
た
場
合
、
自

宅
で
も
避
難
所
で
も
同
様
に
、
夏
場
で

あ
れ
ば
、
暑
さ
対
策
と
し
て
冷
房
器
具

な
ど
を
可
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
冷

蔵
庫
や
冷
凍
庫
な
ど
も
食
品
が
痛
ま
な

い
よ
う
に
動
か
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
冬
場
で
あ
れ
ば
寒
さ
対
策
と
し

て
、
暖
房
器
具
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

夜
間
で
あ
れ
ば
照
明
器
具
な
ど
に
、
そ

し
て
情
報
収
集
に
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
連
絡
手
段
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
充
電
に
電
気
は
必
要
不
可

欠
。自

助
の
観
点
か
ら
も
必
要

災
害
発
生
時
に
停
電
が
発
生
し
た

時
で
も
、
自
宅
に
損
壊
が
無
く
、

電
気
さ
え
あ
れ
ば
、
避
難
所
で
な
く
自

宅
で
過
ご
し
た
い
、
ま
た
過
ご
す
こ
と

の
で
き
る
町
民
は
多
い
。

　
そ
こ
で
自
助
の
観
点
か
ら
も
、
各
家

庭
に
お
い
て
、
自
宅
の
屋
根
な
ど
の
太

陽
光
発
電
施
設
へ
の
補
助
制
度
だ
け
で

は
な
く
、
安
価
で
所
有
で
き
る
家
庭
用

小
型
発
電
機
を
購
入
し
た
場
合
に
も
、

補
助
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
調
査
研
究
を
す
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、
自
宅
が
浸
水
な
ど
の
危

険
が
な
く
、
建
物
の
安
全
も
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
避
難
所
へ
行
か
ず
、

自
宅
に
留
ま
る
「
在
宅
避
難
」
も
、
近

年
で
は
検
討
す
べ
き
避
難
行
動
と
し

て
、
国
か
ら
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
小
型
発
電
機
は
、
比
較
的
安
価
に
購

入
で
き
、
所
有
し
て
い
た
場
合
、
停
電

時
の
在
宅
避
難
の
生
活
維
持
に
も
、
一

定
時
間
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
自

家
発
電
機
の
補
助
制
度
は
、
今
後
先
進

地
事
例
の
調
査
研
究
を
す
る
。

QQ Q AA A

A

Q

町政への質問　　個人質問

トピックス
●在宅避難とは
災害時においてご自宅に倒壊や焼損、浸水、流出の危険性がない場合に、そのまま自宅で生活を送る方法
です。在宅避難を行う場合には、生活必需品の備蓄が必要不可欠となってきます。ローリングストックを
活用して普段から備蓄をしておきましょう。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部
総 福 建
企 経 教

Q 

家
庭
用
小
型
発
電
機
に
補
助
制
度
を

Ａ 

先
進
事
例
を
調
査
研
究
す
る

Q 

地
域
の
ご
み
散
乱
へ
の
対
応
は

Ａ 
支
援
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
い
く

み
ら
い
　
福
本　
貴
久

政
和
ク
ラ
ブ
　
南　
賢
治

▲月一でポイ捨てごみを拾う「ポイ捨てゴミ拾い隊」

経経副町長

副町長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
で
、
糖
尿
病
を
有
す
る
人
の
重
症
化

リ
ス
ク
が
注
目
さ
れ
る
。

本
町
に
お
け
る
糖
尿
病
の

重
症
化
予
防
の
取
り
組
み
は

令
和
３
年
度
に
、
特
定
健
診
未
受

診
者
の
う
ち
、
医
療
機
関
を
受
診

し
て
い
な
い
方
や
、
受
診
を
中
断
さ
れ

た
方
に
対
し
受
診
勧
奨
を
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
具
体
的
な
内
容

は
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
「
あ
な
た
の
体
が
心
配

で
す
！
」
と
題
し
た
手
紙
で
案
内
し
て

い
る
。
医
療
機
関
や
特
定
健
診
の
受
診

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
医
師
や
町

保
健
師
に
相
談
い
た
だ
く
よ
う
勧
奨
し

て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
の
糖
尿
病
予
防
教
室
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

令
和
３
年
度
・
令
和
４
年
度

の
特
定
健
診
受
診
者
の
内
、

糖
尿
病
に
関
す
る
数
値
が
保
健
指
導
判

定
値
以
上
の
方
と
し
、
特
定
健
診
時
に

糖
尿
病
の
服
薬
歴
の
な
い
方
を
対
象

に
、
３
点
の
内
容
で
教
室
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。

①
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

②
糖
尿
病
予
防
に
効
果
的
な
食
事
の
方

　
法

③
糖
尿
病
予
防
に
効
果
的
な
運
動
や
活

　
動

　
講
師
は
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、

体
操
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
予
定
し
て

い
る
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
変
異
し
た
コ
ロ
ナ

感
染
症
は
、
本
町
に
お
い
て
も
累
計
で

１
４
０
０
人
（
３
月
４
日
現
在
）
を
突

破
し
た
。
も
は
や
災
害
級
の
蔓
延
状
況

で
あ
り
、
誰
が
ど
こ
で
感
染
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
状
況
だ
。

手
当
や
見
舞
金
は

不
幸
に
し
て
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た

ら
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
は
傷

病
手
当
金
は
支
給
さ
れ
る
の
か
。

療
養
の
た
め
仕
事
が
で
き
ず

給
与
が
出
な
い
方
に
は
支
給

さ
れ
る
。
給
与
日
額
の
３
分
の
２
で
勤

務
で
き
な
く
な
っ
た
日
か
ら
の
４
日
目

以
降
支
給
。（
詳
し
く
は
保
険
医
療
課

へ
）

手
当
金
は
あ
ま
り
に
も

少
な
過
ぎ
る
。
町
と
し

て
残
り
の
３
分
の
１
の
補
填

が
で
き
な
い
か
。

国
の
基
準
に
よ
り

支
給
し
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

感
染
者
世
帯
に
対
し
て
お
見
舞
金

支
給
の
考
え
は
。

本
町
で
は
社
会
福
祉
協
議
会

が
生
活
支
援
を
し
て
お
り
、

保
健
所
か
ら
は
食
事
の
支
援
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
現
時
点
で
は
お
見
舞

金
給
付
は
考
え
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
か
な
と
思
っ
た
ら

知
人
が
陽
性
に
な
っ
た
と
い
う
連

絡
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。

感
染
者
と
同
居
し
て
い
る
方

に
は
保
健
所
か
ら
。
知
人
な

ど
が
感
染
し
た
と
き
は
、
濃
厚
接
触
者

に
認
定
さ
れ
る
と
知
人（
感
染
者
本
人
）

か
ら
。

個人質問　　町政への質問

Q

QQ

QQ

Q AA

AA

AA

トピックス
●糖尿病とは
インスリンが十分に働かないために、血液中を流れるブドウ糖が増えてしまう病気です。血糖の濃度が高いままで放置されると、
血管が傷つき、将来的に心臓病や、失明、腎不全、足の切断といった、より重い病気につながります。

Q 

国
保
加
入
感
染
者
に
傷
病
手
当
は

Ａ 

療
養
で
給
与
が
で
な
い
時
は
支
給

Q 
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
は

Ａ 
未
受
診
者
、
中
断
者
に
受
診
勧
奨

本
村　
強

　
公
明
党
議
員
団
　
鳥
居　
美
和

▲Let′s運動！（屋内温水プールのトレーニング室）

福福

福福

福福
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町政への質問　　個人質問
安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食
を

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
へ
の
適

合
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

食
材
の
搬
入
か
ら
調
理
・
配

送
ま
で
の
動
線
、
ま
た
、
食

材
・
食
器
・
調
理
員
の
動
線
が
一
方
通

行
と
な
る
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
交
差

汚
染
の
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
考
え
て
い
る
の
か
。

「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」

に
基
づ
き
、
調
理
場
の
ド
ラ

イ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
大
腸
菌
お
よ
び

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
衛
生
管
理
基

準
へ
の
適
合
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
安

全
・
安
心
な
食
の
提
供
が
で
き
る
施
設

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
食
育
推
進
の
観
点
か
ら
、
見

学
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
や
児
童
生
徒
お
よ

び
保
護
者
に
対
す
る
食
育
な
ど
の
研
修

が
で
き
る
会
議
室
の
整
備
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
施
設
の
規
模
と
し
て
は
、
１
日
最
大

４
０
０
０
食
を
調
理
で
き
る
施
設
を
考

え
て
お
り
、
衛
生
管
理
基
準
に
沿
っ
た

施
設
と
す
る
た
め
、
約
２
０
０
０
㎡
の

建
築
面
積
を
有
し
た
規
模
を
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
装
置
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
高
効
率

な
設
備
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
施
設
内

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
り
、
環
境
に

や
さ
し
い
施
設
の
建
築
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
窓

口
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
の
で
は
な

く
、
対
面
窓
口
も
含
め
た
住
民
が
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
窓
口
を
併
設
し
て
欲
し

い
。

保
育
園
の
入
園
手
続
き
や
現
況
届

な
ど
、
電
子
申
請
を
検
討
し
て
い

ま
す
か
。

今
年
度
か
ら
入
所
申
込
書
や

就
労
証
明
書
な
ど
の
様
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
二
度
の
来
庁
を
一

度
で
済
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
所
申
込
み
受
付
で
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
待
ち
状
況
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
、
混
雑
の
緩
和
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
対
面
で
は
保
護
者
の
育
児
不

安
に
対
す
る
気
づ
き
や
家
庭
状
況
の
確

認
が
で
き
、
気
軽
に
質
問
が
で
き
る
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
電
子
化
と
対
面
、
双
方
の
効
果
を
精

査
し
、
電
子
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

使
用
に
よ
る
学
習
の
進
捗
状
況

は
。

希
望
者
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
自

宅
に
持
ち
帰
り
、
ド
リ
ル
や

ア
プ
リ
で
家
庭
で
の
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
衣
浦
小
学
校
で
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用

し
、
児
童
と
の
会
話
か
ら
健
康
確
認
や

様
子
、学
習
の
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
適
応
指
導
教
室
で
は
興
味
や

関
心
に
応
じ
て
、
社
会
や
英
語
の
学
習

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
教
室
の
授
業
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
配
信
し
、
自
宅
や
適
応
指
導
教
室

で
視
聴
で
き
る
環
境
が
あ
る
の
で
、
希

望
に
応
じ
て
配
信
が
可
能
で
す
。

QQ AA Q 

町
が
目
指
す
給
食
セ
ン
タ
ー
は

Ａ 
環
境
に
や
さ
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
に

き
ず
な
　
青
木　
宏
和

トピックス
●武豊町の給食センターとは
近くにある東大高保育園やあおぞら園を現在の大高ひろば敷地へ令和6年に新築開園し、給食センターは
現在の東大高保育園とあおぞら園敷地へ令和8年新築オープンとなる予定です。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部
総 福 建
企 経 教

A

A QQ Q 

不
登
校
児
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
は

Ａ 

実
態
や
要
望
に
応
じ
た
支
援

み
ら
い
　
櫻
井　
雅
美

▲武豊町学校給食センター

教副町長

福

教
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本
町
で
も
陽
性
者
が
増
え
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
予
約
状
況
は
。

令
和
３
年
９
月
中
に
２
回
目

接
種
を
終
え
ら
れ
た
方
へ
、

接
種
券
の
発
送
が
完
了
し
て
い
る
。
現

在
４
月
16
日
ま
で
の
予
約
枠
を
開
放
し

予
約
の
受
付
を
し
て
い
る
。

小
児
接
種
へ
の
対
応
は
。

対
象
者
お
よ
そ
２
８
０
０
人

に
接
種
券
を
発
送
し
て
お

り
、
２
月
22
日
か
ら
受
け
付
け
を
開
始

し
て
い
る
。
接
種
は
３
月
７
日
か
ら

「
な
か
し
ま
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」４
月

以
降
は
「
わ
た
な
べ
小
児
科
」
に
お
い

て
も
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

小
児
接
種
の
注
意
点
は
何
か
。

厚
生
労
働
省
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
参
考
に
、
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
と
安
全
性
に
つ
い
て
ご
理
解

の
上
、
親
子
で
一
緒
に
接
種
に
つ
い
て

検
討
し
て
頂
き
た
い
。
接
種
に
は
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
感
染

症
予
防
の
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の

双
方
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

判
断
し
て
頂
き
た
い
。

小
児
接
種
に
努
力
義
務
が
適
用
さ

れ
な
い
理
由
は
。

小
児
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
関
す

る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
確
定
的
で
な
い
こ
と

も
踏
ま
え
努
力
義
務
は
適
用
せ
ず
、
今

後
の
最
新
の
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
、

改
め
て
議
論
す
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ

た
た
め
と
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

　
保
護
者
の
方
に
は
小
児
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
は
慎
重
な
判
断
を
お
願
い
し
た

い
。

個人質問　　町政への質問

QQ

Q

Q AA

A

A Q 
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
は

Ａ 
順
次
接
種
券
を
発
送
し
て
い
る

き
ず
な
　
青
木　
信
哉

経

15

福福福

　

２
月
21
日
、
４
月
１
日
か
ら
供
用

開
始
の
知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
く
り
ん
」
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
愛
知
県
下
に
お

い
て
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
発

令
中
で
し
た
が
、
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
行
い
ま
し
た
。

１
日
に
２
８
３
ｔ
の
ご
み
を
焼
却

　
焼
却
炉
は
２
炉
あ
り
、
１
炉
当
た

り
１
４
１
・５
ｔ
で
、
１
日
２
８
３

ｔ
の
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
み
ピ
ッ
ト
の
容
量
も
災
害

な
ど
で
ご
み
が
焼
却
で
き
な
い
場
合

で
も
７
日
以
上
の
ご
み
を
溜
め
て
お

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も

ご
み
を
焼
却
す
る
際
に
発
生
す
る
有

毒
物
質
を
除
去
す
る
薬
剤
や
ボ
イ

ラ
ー
に
必
要
な
水
な
ど
も
７
日
分
溜

め
て
お
く
設
備
を
有
し
て
い
る
そ
う

で
す
！

環
境
学
習
の
た
め
の
啓
発
設
備
！

　
構
成
市
町
の
小
学
校
四
年
生
の
児

童
や
一
般
の
方
が
見
学
に
来
た
際
の

啓
発
設
備
を
有
し
て
お
り
、
ご
み
搬

入
車
両
が
ご
み
を
投
入
す
る
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
、
ご
み
を
貯
め
る
ご
み
ピ

ッ
ト
、
24
時
間
運
転
を
監
視
す
る
中

央
制
御
室
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
特
に
ご
み
ピ
ッ
ト
は
高

さ
25
ｍ
も
あ
り
見
学
窓
か
ら
見
る
景

色
は
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
み
焼
却
の
熱
で
発
電
！

　
焼
却
の
熱
を
利
用
し
て
高
温
高
圧

の
蒸
気
を
発
生
さ
せ
て
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
に
よ
り
電
気
を
発
電
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
は
工
場

棟
や
管
理
棟
で
使
用
す
る
と
と
も

に
、
売
電
を
行
い
ま
す
。
発
電
後
の

蒸
気
に
つ
い
て
は
武
豊
町
屋
内
温
水

プ
ー
ル
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

ご
み
の
分
別
、
削
減
を
！

新ごみ処理施設「ゆめくりん」新ごみ処理施設「ゆめくりん」視察
報告
視察
報告

▲ごみクレーンのバケット
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N
o.179

2022年
5月

1日
発

行
愛

知
県

武
豊

町
議

会
令

和
4年

3月
定

例
会

発
行

／
愛

知
県

武
豊

町
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

特
別

委
員

会
住

所
／

〒
470-2392 愛

知
県

知
多

郡
武

豊
町

字
長

尾
山

2番
地

電
話

／（
0569）72-1111　

FAX／（
0569）72-1671

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
http://w

w
w

.tow
n.taketoyo.lg.jp/

印
刷

／
誠

進
社

「議会だより たけとよ」が
掲載されています。

【マチイロ】

地方自治体広報誌アプリ

次回定例会日程(予定)

　本会議の傍聴は、住所・氏名・年齢に加え、新型コロ
ナウイルス感染症対策のための電話番号を申出書に記入
していただきます。また、検温・消毒を行った上マスク
を着用し、どなたでも傍聴ができます。
　しかし、次の方は傍聴ができません。
１、酒気を帯びている人。　
２、人に危害を加える恐れのあるものを所持する人。　
３、旗・プラカードなどを持ち、気勢を示す恐れのある人。

議会傍聴

一般質問の放送予定
ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）
6月11日(土)・18日(土)
午前9時から

見
や

す
く

て
よ

み
ま

ち
が

い
に

く
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。  ５月24日（火）  請願・陳述提出期限
 ６月１日（水） 9時 開会
 ６月２日（木） 9時 一般質問
 ３日（金） 9時 一般質問
 10日（金） 9時 議案質疑
 13日（月） 9時 総務企画委員会
 14時 建設経済委員会
 14日（火） 9時 文教厚生委員会
 17日（金）14時 採決

　
祖
父
母
時
代
は
現
住
所
（
向
陽
＝
旧

六
貫
山
）
に
て
瓦
製
造
業
を
営
む
も
、

太
平
洋
戦
争
で
長
男
の
戦
死
な
ど
が
重

な
り
や
む
な
く
廃
業
。
昭
和
39
年
父
母

が
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
開
業
。
現
在

は
長
男
に
社
長
の
座
を
譲
り
、
補
佐
役

に
徹
し
て
い
る
。

商
工
会
と
の
係
わ
り
…
青
年
部
…

　
昭
和
51
年
商
工
会
青
年
部
創
立
と
同

時
に
入
会
。
商
工
ま
つ
り
（
現
産
業
ま

つ
り
）
や
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
立
ち
上

げ
に
参
加
。

　
青
年
部
長
の
時
に
は
、
当
時
憧
れ
の

海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
初
め
て
企

画
し
た
。
33
名
の
中
高
生
を
、
10
名
の

メ
ン
バ
ー
と
当
時
担
当
職
員
で
あ
っ
た

久
田
充
前
事
務
局
長
で
、
ケ
ア
ン
ズ
に

引
率
し
た
。
以
来
、
久
田
氏
と
は
永
遠

の
名
コ
ン
ビ
で
あ
る
。

商
工
会
と
の
係
わ
り
…
会
長
…

　

２
０
０
５
年
５
月
か
ら
16
年
間
武
豊

町
商
工
会
会
長
を
務
め
、
そ
の
間
県
商

工
会
連
合
会
副
会
長
を
２
期
６
年
や
知

多
支
部
長
を
務
め
る
。

　
県
の
補
助
金
な
ど
の
利
用
が
で
き
る

と
い
っ
た
情
報
な
ど
を
、
い
ち
早
く
地

元
の
企
業
に
伝
え
、
県
と
地
元
の
橋
渡

し
役
と
し
て
、
地
元
事
業
者
の
た
め
に

奔
走
し
た
。

　
町
観
光
協
会
の
設
立
に
も
携
わ
り
、

特
産
品
で
あ
る
味
噌
・
溜
ま
り
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
「
た
け
と
よ
め
し
」
の
普
及
や

「
た
ま
り
ラ
ー
メ
ン
隊
」
隊
長
と
し
て
、

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
た
。

旭
日
双
光
章
を
受
章

　
地
域
の
商
工
業
者
の
代
表
と
し
て
、

町
内
の
み
に
あ
ら
ず
、
知
多
地
域
の
産

業
振
興
に
寄
与
し
た
と
し
て
、
令
和
３

年
度
秋
の
叙
勲
受
章
。
コ
ロ
ナ
拡
大
に

よ
り
宮
中
拝
謁
は
中
止
と
な
っ
た
。

今
後
の
活
動
は

　
今
ま
で
は
事
業
者
目
線
に
立
ち
、
活

動
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
住
民
の

目
線
を
生
か
し
て
、
区
を
中
心
と
し
て

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

天
あま
木
き
�一
かず
馬
ま
さん

「武豊とわたし」というテーマで町民にインタビュー　Vol.8 

＜武豊の商工業を元気に＞地元事業者が元気になれば、町全体も元気になる

【お気に入りの一枚】

▲町長とともに武豊町を PR

〒470-2392 武豊町字長尾山２番地
(0569)72-1111（内線208）
gikai@town.taketoyo.lg.jp

※応募に当たっては、必ず、住所、氏名、連絡先(電話・メールアドレス)を
記入してください。掲載時は、ご希望によりイニシャル表示とします。
また、写真・ご意見とも掲載時に編集することがあります。

ご意見を募集
　みなさまからの議会に関するさまざまなご意見を募集
しています。応募は、手紙・電話・メールで。

　令和4年2月2日、学校給食センター配送車両の
1台が電気トラックに更新され、全小中学校へ二
酸化炭素を排出しない車両での給食配送が開始さ
れました。昨年ゼロカーボンシティ宣言をした本
町では、行政と議会が協力して、可能なところから
二酸化炭素排出削減施策を実施します。

ゼロカーボンへの取り組み


